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令和３年度第１回山県市水道事業審議会会議録

召 集 年 月 日 令和 ３年１１月３０日（火）

開 催 場 所 山県市役所 ３Ｆ ３０３会議室

開 催 日 時 令和 ３年１２月１６日（木） 午後３時から４時まで

審議会委員定数 １０名

出 席 し た 委 員 武 藤 孝 成 山 崎 通
服 部 正 己 山 田 愛 子
大 野 朝 義 棚 橋 和 良
田 上 隆 日比野 良 和
前 川 啓 子 植 村 紀美子 以上１０名

欠 席 し た 委 員 なし

説 明 の た め に 出 席 し た 者 水道課長 丹 羽 竜 之
事 務 局 松 井 資 起 福 井 淳

土 田 哲 也 瀧 野 遼

（開会午後３時００分）

１、定刻を告げる 事務局 松井

２、あいさつ

市長 あいさつ

３．委嘱状の交付
市長より順次１０名の委員に委嘱状の授与。

４ 会長及び副会長の選出

事務局より、出席委員に諮る。

事務局に一任する旨、発言あり。

事務局より、会長に田上 隆委員を提案し本人了解。

田上 隆会長より日比野 良和委員を副会長に任命。

５ 諮問
市長より田上会長に諮問
市長 諮問書朗読 諮問書を田上会長に渡す。
市長退席

事務局の紹介 丹羽課長・松井・福井・土田・瀧野
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会長 開会を告げる
会議次第により審議に先立ち経営戦略の説明を求める。

事務局 （１）中長期の更新工事計画について
（２）財源の試算・維持管理費について

事務局 決算審査監査について
委員① 決算監査意見中の「給水単価が給水原価を上回って原価割れしている」とあ

ったが、詳しく説明してほしい。
事務局 説明 決算書 供給原価構成表
委員① 129.58円で作り、124.95円で販売しているのか。
事務局 説明 売れば売るほど赤字になります。

説明 一般会計からの繰出金
委員② 企業債の借入期間は
事務局 説明 令和６年から令和１１年の予定
委員② 更新工事を施行すれば、それだけ減価償却費増加するが、どれくらいを予想

しているか
事務局 説明 年間３億円施工した場合、施設にもよるが減価償却費は年間1,200万

円ずつ増加する。
委員② 経営戦略・収支計画等は適宜修正が必要ではないか
事務局 説明 毎年の決算にて３～５年毎に見直しをする。
委員③ 質問は色々あるだろうが、第１回の審議会でもあり、今回は提案の要望だけ

にして、次回具体的な回答案の説明を受けた方が良いのではないか、皆さんど
うですか
多数の委員 賛成

委員③ この場での次回から資料の提示について今回よりわかりやすいものを用意し
てほしい

事務局 了解 通番ページ等明確にすると回答
委員③ また、資料中の県内順位が２４番目と説明があったが、言いたいことはわか

るが、順位よりも山県市の水道料金のあるべき姿を考えて提示した方が良いの
ではないか

事務局 了解
会長 事務局のほうで、次回わかりやすい形で案を出してほしい。
事務局 了解
委員④ 審議はあと何回くらいつもりか
事務局 次回は来年２月の予定、重要審議事項のためそれ以降は回数を設けず審議し

てほしい。
委員④ 改定時期と目安はどれくらいか
事務局 経営戦略では令和５年に３０％、その３年後に１０％、令和１１年に１０％

で合計５０％で１０年後の安定経営を目指すが、合計５０％をそのまま改正す
ることは困難であると思われるため、今後の状況も加味して審議していただき
たい。

会長 ただ、先送りで伸ばすと経営状況の悪化に繋がるので意識してほしい。
いつか、決定しなければならないことである。そのための事務局は審議の資

事務局 料と案を作成し審議会に備えるようにしてください。
委員② 第２回目には、用意します。
事務局 現在の水道使用料の収納率は
委員② 現年度９８．６７％ 過年度含めると９４．７％
事務局 水道管の破損件数は

本年度７件 令和２年度は本管８件、近年は、小口径の給水管の漏水修理が
会長 多い。本管は耐震管が増加してきたため、本管の漏水が減少している。
委員 他にご意見はありませんか。 （なし）

なし
会長

本日はこれをもって令和３年度水道事業審議会を閉会とする。

（閉会午後４時１０分）


